
初期臨床研修医オリエンテーションを開催初期臨床研修医オリエンテーションを開催

初期臨床研修修了証書授与式を３病院合同で開催初期臨床研修修了証書授与式を３病院合同で開催

　2026年４月１日に東邦大学医療センター３病院には58名（大森病院28名・大橋病院13名・
佐倉病院17名）の新研修医が入職し、令和８年度研修医合同オリエンテーションが開催されま
した。
　約１週間にわたる新研修医オリエンテーションのうち、４月１日（水）および４月２日（木）
の２日間は医学部の会場にて実施しました。
　初日の冒頭に、池田隆徳医学部長、並びに髙井雄二郎卒後臨床研修/生涯教育センター長か
らの歓迎の挨拶と訓辞があり、２日目には、厚生労働省関東信越厚生局 東京事務所 指導医療
官の河田真子先生より「保険診療について」のご指導をいただきました。また、仁邦法律事務
所 桑原博道弁護士による「医療事故について」のご講演、東京都保健医療局健康安全部 薬務
課 麻薬対策担当 加藤友哉様より「麻薬取り扱い及び麻薬施用者免許申請手続きについて」の
ご講演を賜り、2026年度の新研修医オリエンテーションは無事に終了し、３病院の新研修医達
は新たなスタートを切りました。

　2026年３月28日（土）東邦大学医学部２号館第２実習室において、2024年度初期臨床研
修医の修了証書授与式を挙行しました。東邦大学医療センター３病院・協力型病院・協力
施設にて臨床研修を行った３病院合計63名（大森病院30名・大橋病院14名・佐倉病院19名）
の研修医が、３月末日をもって初期臨床研修修了となりました。
　式典では、大森病院・大橋病院・佐倉病院の病院長より、研修医一人ひとりに修了証書
が授与されました。式典後、記念撮影を行い、修了証書授与式は無事に終了しました。

研修を修了した一人ひとりに病院長より修了証書が授与された（左から大森病院・大橋病院・佐倉病院）

３病院研修修了者で記念撮影

医療センター３病院の研修プログラムスケジュールをご紹介します医療センター３病院の研修プログラムスケジュールをご紹介します
　初期研修での必修科目には、『内科』24週以上・『救急』12週以上・『地域医療』・『外科』・『精神科』・『小児科』・

『産婦人科』各４週以上とする国で定められた研修があります。内科・小児科等での研修では『一般外来研修』、
地域医療研修においては『在宅診療』も研修要件として定められており、また、東邦大学医療センター３病院
では、『麻酔科』の研修を病院独自の必修研修として取り入れています。研修科目は多岐にわたり、大学病院な
らではの豊富な診療体制と教育体制により、医師としての基盤を作るべく初期研修が進められており、この研
修を構成するのが『研修プログラムスケジュール』です。東邦大学医療センター３病院には、以下の７つの研
修プログラムがあり、いずれも選択研修においては医療センター３病院における全ての診療科から選択するこ
とができるなど、幅広い研修環境が提供されています。
【大森病院臨床研修プログラム】
　臓器別の専門診療科の多い大学病院の本院ですが、総合診療科や救命救急センターでの研修を通じて横断的
な診療スキルを身につけることが可能です。また、２年間で計32週以上の選択研修期間を有しており、東邦大
学３病院各診療科および協力病院から幅広く選ぶことが出来ます。

令和８年度
【１年目】

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月
必修研修内科 / 一般外来研修（並行研修） 必修研修 救急研修 病院必修 選択研修

内科研修／一般外来研修 外科・一般 救命センター 麻酔科 東邦大学３病院各診療科

令和９年度
【２年目】

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

救急研修 必修研修 必修研修（並行研修） 必修研修 病院必修 選択研修　［ 同一診療科の選択は合計12週（３か月）まで ］ 
［ 東邦大学３病院以外の協力病院での研修は合計12週（３か月）まで ］

救命センター 精神科 地域医療・ 
一般外来

小児科・ 
一般外来 産婦人科 外科系選択 

（８科選択） 東邦大学３病院各診療科、協力病院

【大森病院小児科重点研修プログラム】
　人口約75万人の大田区内における小児医療の基幹病院として、循環器（川崎病含む）・血液悪性腫瘍・内分
泌・喘息/ アレルギー・腎疾患・消化器・集中治療など幅広い領域の専門的な経験を積むことが可能です。

令和８年度
【１年目】

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月
必修研修（並行研修） 救急研修 必修研修内科 / 一般外来研修（並行研修）

小児科／一般外来研修 小児科救急 救急部門 内科研修／一般外来研修

令和９年度
【２年目】

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

必修研修 病院必修 必修研修 
（並行研修） 病院必修 選択研修　［ 同一診療科の選択は合計12週（３か月）まで ］ 

［ 東邦大学３病院以外の協力病院での研修は合計12週（３か月）まで ］

産婦人科 精神科 外科 
（３科選択） 麻酔科 地域医療・ 

一般外来 小児外科 東邦大学３病院各診療科、協力病院

【大森病院産婦人科重点研修プログラム】
　将来、産婦人科専門医を目指す医師、初期臨床研修中に産婦人科診療の知識と技術を深めたい医師に、帝王
切開や基本的な手術手技の習得、麻酔科での麻酔手技など産婦人科に関連の深い研修を重点的に行います。

令和８年度
【１年目】

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

必修研修内科 / 一般外来研修（並行研修） 必修研修 必修研修 
（並行研修） 救急研修

内科研修／一般外来研修 産婦人科 外科 
（３科選択）

小児科・ 
一般外来 救急部門 産婦人科 

救急
小児周産期 

救急

令和９年度
【２年目】

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

必修研修 病院必修 必修研修 
（並行研修） 病院必修 病院必修 選択研修

精神科 麻酔科 地域医療・ 
一般外来 産婦人科 新生児科 東邦大学３病院各診療科、協力病院

【大森病院広域連携型プログラム】
　大森病院と新潟県等の多くの医療機関が卒前から卒後までシームレスに連携して、社会が求める「未来の社
会や地域を見据え、多様な場や人をつなぎ活躍できる医療人を要請するプログラムです。地域医療機関での研
修の自由度が高く、研修医一人ひとりの個性やニーズに沿った研修が行えることが特徴です。

令和８年度
【１年目】

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

必修研修内科 / 一般外来研修（並行研修） 救急研修 必修研修 
（並行研修） 必修研修 選択研修

内科研修／一般外来研修 麻酔科 救命センター 小児科・ 
一般外来 産婦人科 外科・一般 東邦大学３病院各診療科

令和９年度
【２年目】

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月
必修研修内科 / 
一般外来研修
（並行研修）

必修研修 
（並行研修） 選択研修 必修研修 病院必修 選択研修［ 同一診療科の選択は合計 12 週（３か月）まで ］

［ 東邦大学３病院以外の協力病院での研修は合計 12 週（３か月）まで ］
※新潟県内協力型病院で24週以上実施

内科研修／一般外来研修 地域医療・ 
一般外来 新潟県内協力型病院 精神科 外科系選択 

（８科選択） 東邦大学３病院各診療科、協力病院

【大橋病院臨床研修プログラム】
　大橋病院の初期臨床研修は、自ら学びたいという意欲に応えるプログラムです。１年目は必修に加え８週以上、
２年目は 24 週以上の選択研修が可能で、主体的な進路設計ができます。産科は地域の基幹的市中病院で、精神
科は大森病院で研修を行い、他の中核的医療機関で学ぶ機会も設けています。自ら問いを立て、症例に向き合い、
チーム医療の中で考え抜く２年間です。

令和８年度
【１年目】

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月
必修研修内科 / 一般外来研修（並行研修） 救急研修 病院必修 必修研修 選択研修

内科研修／一般外来研修 救急診療科 麻酔科 麻酔科 外科① 
（４科選択） 東邦大学３病院各診療科

令和９年度
【２年目】

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月
必修研修 必修研修（並行研修） 必修研修 救急研修 病院必修 選択研修　［ 同一診療科の選択は合計12週（３か月）まで ］

［ 東邦大学３病院以外の協力病院での研修は合計12週（３か月）まで ］
精神科 地域医療・ 

一般外来
小児科・ 
一般外来 産婦人科 救急診療科 外科② 

（３科選択） 東邦大学３病院各診療科、協力病院

【大橋病院広域連携型プログラム】
　大橋病院広域連携型プログラムは、初期臨床研修の一環として、新潟県の亀田第一病院において24週以上、
整形外科・一般外科・麻酔科を中心に集中的な研修を行うプログラムです。地域の中核病院として豊富な症例
を有する環境の中で、実践的な診療技術と外科的思考を身につけることができます。

令和８年度
【１年目】

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

必修研修内科 / 一般外来研修（並行研修） 必修研修 病院研修 救急研修 必修研修 必修研修 
（並行研修） 必修研修

内科研修／一般外来研修 外科① 
（４科選択）

外科② 
（４科選択） 麻酔科 救急診療科 精神科 小児科・ 

一般外来 産婦人科

令和９年度
【２年目】

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月
病院必修 選択研修 必修研修

必修研修内科/ 
一般外来研修 
（並行研修）

選択研修
※新潟県内協力型病院で24週以上実施

外科③ 
（２科選択） 麻酔科 新潟県内協力型病院 

外科系・内科選択
地域医療・ 
一般外来 内科研修／一般外来研修 東邦大学３病院各診療科、協力病院

【佐倉病院臨床研修プログラム】
　「病院全体でより良き臨床医を育てる」をモットーに初期臨床研修を実施しています。病床数あたりの指導医
の数は千葉県内でもトップクラスです。必修内科では、全サブスペシャリティをローテーションできます。救
急研修は１年目と２年目に各４週間行い、段階的に実践力を養います。当直ではファーストタッチが任されて
おり、その後上級医と一緒に診療にあたります。選択研修は36週以上設定されており、柔軟にプログラムを組
むことができます。

令和８年度
【１年目】

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月
必修研修内科 / 一般外来研修（並行研修） 病院必修 救急研修 必修研修 選択研修

内科研修／一般外来研修 麻酔科 麻酔科 救急部 外科 東邦大学３病院各診療科

令和９年度
【２年目】

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

必修研修 必修研修 
（並行研修） 必修研修 救急研修 選択研修　［ 同一診療科の選択は合計12週（３か月）まで ］

［ 東邦大学３病院以外の協力病院での研修は合計12週（３か月）まで ］

精神科 地域医療・ 
一般外来

小児科・ 
一般外来 産婦人科 救急部 東邦大学３病院各診療科、協力病院
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れ
ば
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
。
歩
み
が
遅

く
て
も
地
道
に
取
組
み
、
も
ら
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
き
ち
ん
と
糧
に
し
て
進
ん
で
ゆ
く
人
は
、
周

囲
か
ら
の
信
頼
を
得
て
更
に
進
歩
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
連
絡
の
な
い
遅
刻
を
繰
り

返
し
た
り
、
報
・
連
・
相
を
怠
る
、
注
意
や
指
導
を
謙
虚
に
受
け
止
め
て
改
善
し
よ
う
と
す
る
姿

勢
が
見
え
な
け
れ
ば
、
信
頼
を
失
い
ま
す
。
あ
な
た
方
が
本
当
に
困
っ
た
と
き
、
ト
ラ
ブ
ル
が
生

じ
た
時
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
人
は
い
な
く
な
り
ま
す
。

　

初
期
研
修
の
２
年
間
は
長
い
よ
う
で
短
い
で
す
。
２
年
経
っ
た
と
き
に
後
悔
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
誠
実
に
、
謙
虚
に
日
々
の
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
中
で
困
っ
た
場
合
に
は
遠
慮
な
く
３
病
院
の
教
育
担
当
部
門
、
そ
し
て
卒
研
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
が
充
実
し
た
研
修
を
送
れ
る
よ
う
、
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

卒
後
臨
床
研
修
／
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
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文 

彦

副
セ
ン
タ
ー
長

医
師
と
し
て
働
く
こ
と
の
重
み

診
療
報
酬
改
定
と
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
へ
の
影
響

　

東
邦
大
学
を
卒
業
さ
れ
た
初
期
臨
床
研
修
医
の
み
な
さ
ん
、
元
気
で
や
っ
て
お
り
ま
す
で
し
ょ

う
か
？
ま
た
現
在
、
後
期
臨
床
研
修
先
を
真
剣
に
検
討
し
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

後
期
臨
床
研
修
先
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
、
実
は
今
年
６
月
の
診
療
報
酬
改
定
は
大
き
な
影
響

が
あ
り
ま
す
。
①
消
化
器
外
科
、心
臓
血
管
外
科
、小
児
外
科
、循
環
器
内
科
な
ど
の
処
遇
改
善
や
、

外
科
医
療
確
保
の
た
め
の
加
算
が
つ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
②
勤
務
時
間
に
つ
い
て
も
よ
り
厳
格

な
管
理
や
時
間
外
勤
務
の
制
限
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
は
時
間
外
労
働

が
多
い
＝
頑
張
っ
て
い
る
医
師
→
組
織
に
と
っ
て
不
都
合
な
医
師
と
、
正
反
対
の
評
価
に
転
換
し

て
い
き
ま
す
。
他
に
も
③
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
の
採
算
性
の
改
善
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
但
し
、
病

院
に
よ
っ
て
こ
の
改
定
が
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
か
は
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

近
年
全
国
の
病
院
経
営
は
非
常
に
厳
し
く
、
現
在
約
７０
％
が
赤
字
で
す
。
今
回
の
診
療
報
酬
改
定

後
に
健
全
な
病
院
経
営
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
み
な
さ
ん
の
処
遇
に
直
結
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
自
分
自
身
の
ス
タ
イ
ル
や
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
、
就
職
を
希
望
す
る
医
療
施
設
が
、

時
代（
＝
国
）が
求
め
る
モ
デ
ル
に
柔
軟
に
適
合
し
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
、現
実
的
な
情
勢
を
し
っ

か
り
把
握
し
て
、
賢
く
後
期
臨
床
研
修
先
を
選
択
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

東
邦
大
学
卒
業
生
と
付
属
３
病
院
で
の
後
期
臨
床
研
修

　

今
回
の
診
療
報
酬
改
定
は
、
大
学
病
院
へ
の
手
厚
い
改
定
と
な
っ
て
お
り
、
今
年
度
の
３
病
院

の
収
支
も
、
こ
の
情
勢
の
中
で
健
闘
し
て
お
り
、
安
心
し
て
後
期
臨
床
研
修
が
で
き
ま
す
。

　

本
学
卒
業
生
で
、
近
年
外
部
か
ら
３
病
院
に
入
局
し
た
初
期
臨
床
研
修
医
の
実
績
は
２
０
２
４

年
度
か
ら
今
年
度
の
３
年
間
で
、
９
名
→
１１
名
→
１６
名
と
年
々
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
外

部
施
設
で
初
期
臨
床
研
修
を
行
っ
た
卒
業
生
が
、
３
病
院
の
良
さ
を
再
認
識
し
た
結
果
で
す
。
３

病
院
は
多
く
の
基
本
診
療
領
域
の
基
幹
施
設
と
な
っ
て
お
り
、
専
門
医
取
得
の
み
な
ら
ず
、
多
く

の
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
領
域
と
の
連
動
研
修
、
さ
ら
に
は
社
会
人
も
含
む
大
学
院
入
学
も
随
時

可
能
で
あ
り
、
よ
り
柔
軟
で
専
門
性
の
高
い
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
に
対
応
で
き
る
体
制
が
整
っ
て
お

り
ま
す
。

　

卒
後
臨
床
研
修
／
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
は
、
後
期
研
修
医
の
採
用
な
ど
の
相
談
や
情
報
提
供
な

ど
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。
是
非
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

卒
後
臨
床
研
修
／
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー

髙
井　

雄
二
郎

セ
ン
タ
ー
長

診
療
報
酬
改
定
と
後
期
臨
床
研
修
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